
平成29年11月市議会環境経済委員会資料

第112号議案平成29年度長崎市一般会計補正予算(第5号)
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2 ふるさと納税推進費
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予算説明書

款

総務費

1 概要

長崎市のふるさと納税制度は、個人住民税における寄附金の拡充に伴い、平成20年度から

「がんばらんば長崎市応援寄附金」として実施しており、平成26年度からは、寄附者への謝

礼品として長崎市の特産品などを贈呈している。

今回の補正予算については、当初予算で計上していた寄附金の受入額が見込みを上回るこ

とが想定されるため、歳入及び謝礼品代や郵送料、ボータルサイト委託料など関連する経費

について補正を行うもの。

総務管理費

項

一般管理費

目 番号

2 歳入見込み額

2-1 がんばらんば長崎市応援寄附推進費

①当初予算

事

3 事業内容

2億5,000万円の寄附額増加に伴い、関連する謝礼品代や郵送料、ポータルサイト委

託料に係る歳出予算額について補正を行うもの。

4 経費内訳

業

600,000 千円

名

② 11月補正

予算額

Ⅱ節需用費

250,000 千円

節

千円

朽8,928

12節役務費

年間見込み(①十②)

謝礼品ポイント費(寄附額X45%)

13節委託料

郵送料(お礼状・寄附証明書、納付書発送等)

手数料(代理納付システム手数料

郵便振替手数料)

舗0,000 千円

5 財源内訳

民間ボータルサイト委託費用(寄附額X11.4%)

民間ボータルサイト特集広告委託(寄附額X5%)

内容

事業費

千円

158,928

升

国庫支出金

寄附額XI%、

【単位:千円】

千円

補正予算

県支出金

財

112,500

源

千円

2,572

地方債

内

2,531

千円

28,500

その他

12,825

158,928

千円

一般財源

千円

158,928

訳



【単位:千円】

900,000

800,000

平成29年度寄附金「当初予算」と「実績(4月~10月)十見込(11月~3月)」比較表
平成29年11月14日現在(平成29年4月~10月実績)
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4月

110,867

787,044

137,001

31,330

5月

813,568

6月

^月別(当初予算)

165,157

46,316

11月補正予算額

【歳入】 250,000 千円

831,784

200β95

60,034

7月

246,058

349,857

74,784

8月 9月

^月別(実績十見込)

546,393

予算との増減比較

十126,111 千円

568,234 583,234

100,920

186β93

600,000

10月 11月

^累計(当初予算)

12月 1月

^累計(実績十見込)
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予算説明

1 概要

平成25年12月10日に長崎市及び長崎県と立地協定を締結した株式会社カネミツに対し、

平成28年度中の追加投資等に係る企業立地奨励金を交付するもの。

2 補正理由

長崎工場においては、金属塑性加工品の生産を行っており、その製品取引先からの需要

増加に対応するため、稼働中の 2つの生産ラインに1 ラインを追加するに当たり、新たに

プレス機等を購入した。その追加投資に係る費用が確定したため、奨励金交付見込額を補

正予算として計上するもの。

追加投資額:214,877 千円

(プレスライン:166,143 千円、洗浄機:25,000 千円、検査梱包:23,734 千円)

7

商工費

項

商工費 商工振興費

目 番号

1-1

事業名

企業立地推進費
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3 株式会社カネミツに対する特別奨励措置

同社は製造する製品の国内シェアが高く、長期的な立地ができる優良企業であり、立地

場所について他都市と競合していたことから、平成 25年度に立地を要請するにあたり、

長崎県と協議し以下の内容により、特別奨励金を交付することとした。

施設等整備

奨励金

付額

雇用奨励金

操業日の1年後までの投資に係

る固定資産評価額の合計額又

は投下固定資産総額のいずれ

か低い額に助成率を乗じた額

雇用形態

正規50万円

非正規30万円

短時間 15万円

交付時期

通常

操業日の 1年後から 5年間の

分割交付

交付額

4

※特別奨励金について

特別奨励金は条例第3条第2項で定めているものの、その具体的内容については、特例

事業者(企業)ごとに決定し、交付を行っている。

操業日後3年間の新規雇用者の

うち本市に住所を有する者の

人数に雇用形態に応じた金額

を乗じた額

交付時期

操業日の5年後までの追加投資

【参考1】旧長崎市企業立地奨励条例

※平成26年3月31日までに立地協定締結又は操業を開始する事業者に適用

(奨励措置)

第 3 条市長は、この条例の目的を達成するため、次に掲げる奨励金を交付することが

できる。

(1)施設等整備奨励金

(2)土地等賃借奨励金(現行条例では「建物等賃借奨励金」)

(3)雇用奨励金

2 前項に定めるもののほか、市長は、特に本市経済の発展及び市民生活の向上に資する

による投下固定資産総額(土地

操業日の1年後から3年間交付

取得費除く)に助成率を乗じた

特別

額

追加投資をした翌年度に一括

交付

操業日後 5年間の新規雇用者

及び異動宣のうち本市に住所
を有する者の人数に雇用形態

に応じた金額を乗じた額

ものと認めるときは、長崎県知事と協議して立地を要請した事者(以下「特例事者」

という。)に対して、別に奨励金を交付することができる。

操業日の1年後から5年間交付

交



4 補正額の内訳

補正予算額計 13,928千円(長崎工場に対する平成29年度交付予定客貢)

種別

当初

予算

特別施設等整備奨励金

機械

設備費

交付見込

差引(補正)

22,761

助成率

※1
助成率:5%+(操業時雇用従業員数 10-1)×0.25%

操業時雇用従業員数10名(正規・長崎市民)

5 株式会社カネミツへの交付額

交付見込額計 190,325千円((1)

(1) H28年度交付済額

・特別土地取得奨励金

・特別施設等整備奨励金

・特別雇用奨励金

214,87フ

フ.25%却

192,1 16

交付額

フ.25%

新規

雇用者等

フ.25%

1,怖0

正規4人

非正規2人

短時問1人

巧,5袷

特別雇用奨励金

13,928

(2)H29年度交付見込額(①十②)

①長崎工場分

・特別施設等整備奨励金

・特別雇用奨励金

②りサーチセンター分

・特別施設等整備奨励金

・特別雇用奨励金

6 財源内訳

同上

正規@500/人

非正規@300/人

短時間@150/人

金額

同上

交付額

(千円)

同上

十(2))

計 171,427 千円

97,401 千円

69,526 千円

4,500 千円

同上

交付額

2,750

2,750

4,400

区分

計 18,898 千円

小計 18,328 千円

15,578 千円

2,750 千円

小計570千円

m千円

500 千円

当初

予算額

18,328

(土地購入費 194,8船千円)

(機械設備費 958,蛤9千円)

佛斤規雇用者等9人)

13,928

事業費

11月補正

千円

1,691,633

補正後

※2

国庫支出金

千円

13,928

(機械設備費 214,877 千円)

(新規雇用者等7人)

一般単独事業債(出島地区オフィスビル建設事業費貸付金に係る75%充当分)

千円

1,705,561

千円

(機械設備費970千円)

俳斤規雇用者等1人)

県支出金

財

千円

源

千円

千円

地方債瀧

内

千円

千円

1,010,800

千円

その他

千円

694,4朋

千円

千円

1,010,800

千円

273

合計

一般財源

千円

千円

680,560

千円

273

千円

13,928

訳



【参考2】企業概要

業名

-11.

而又

代表者

株式会社カネミツ【東証第二部上場】

所在地

1950年12月

資本金

金光俊明

従業員

兵庫県明石市大蔵本町20-26(本社)

売上高

5 億 5,100 万円

単体:222 人、連結 578人

主要業務

内容

単独:53 億 7,200 万円、連結:79 億 5,500 万円

金属塑性加工製品の開発、製造及び販売

主にエンジン動力伝達の「自動車用プーリ(滑車)」で国内首位(シェ

ア約4害D、日本の全自動車メーカーと取引実績あり

【国内】明石本社・工場、三木工場、加西工場・テクニカルセンター

長崎工場・りサーチセンター

【海外】タイ、中国、インド、インドネシア

長崎

事業所

住所

操業日

設備

投資等

長崎市北浦町28舗一1

(平成29年3月現在)

平成27年6月1日

「自動車用プーリ」について

自動車用プーリは、エンジン動力をべルトで伝達するための回転体で、通常、車1

当たり5~6個を使用しており、自動車と同等の耐久性・安全性・信頼性が要求される、

動力伝達に欠かせない重要保安部品である。

土地購入費

機械設備費

雇用者数
28人(りサーチセンター4人、長崎工場24人)(平成29年9月現在)

※うち長崎市民17人(りサーチセンター2人、長崎工場巧人)

194,803 千円

1,174,船6 千円

(平成27年3月期)

計 1,369,639 千円
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【参考3】旧長崎市企業立地奨励条例

※平成26年3月31日までに立地協定締結又は操業を開始する事業者に適用

(施設等整備奨励金の客動

第 8 条施設等整備奨励金の額は、1年度につき、次の表の左欄に掲げる区分に応じ、同

表の中欄に掲げる算定基礎額に同表の右欄に掲げる助成率を乗じて得た額を5で除して得

た額とする。

第 2 条第 1 号ア、ウ又

は工に規定する事業を

行う指定事業者

区分

第2 条第 1号イ又はオ

に規定する事業を行う

指定事業者

操業日後1年を経過する日にお

ける投下固定資産に係る固定

資産評価額(地方税法第410条

第1項の規定により市長が決定

する固定資産の価格をいう。)

の合計額又は投下固定資産総

額のいずれか低い額

算定基礎額

(雇用奨励金)

第10条雇用奨励金の額は、操業時雇用従業員であって、操業日後1年を経過する日に引

き続き雇用されているものの数に、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める額を

乗じて得た額の合計額とする。

(1)正規雇用従業員 50万円(その者が障がい者であるときは、70万円)

(2)非正規雇用従業員 30万円(その者が障がい者であるときは、 50万円)

(3)短時間従業員巧万円(その者が障がい者であるときは、30万円)

2 前項に定めるもののほか、市長は、操業日の翌日から操業日後2年を経過する日ま

での間に新設、増設又は移設に係る事業所において就労させることを目的として正規雇用

従業員、非正規雇用従業員又は短時間従業員を採用するものについて、市長が別に定める

場合に該当するときは、市長が別に定める額の雇用奨励金を交付するものとする。

算定従業員数から1を減じ

た値に 0.0025 を乗じて得

た値に 0.05を加えた値(そ

の値が 0.15 を超える場合

は 0.15)

助成率

算定従業員数から1を減じ

た値に 0.0025 を乗じて得

た値に 0.025 を加えた値

(その値が0.1 を超える場

合は 0.1)

7
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ページ
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債務負担行為

1 概要

株式会社カネミツに対して長崎市が交付する企業立地奨励金について、同社より平成29

10月11日付で、第2工場新設及びりサーチセンター・長崎工場における新たな追加投

資についての報告がなされたため、平成25年度 a30,000千円)、平成27年度(53,200 千

円)に設定している債務負担行為に加え、新たに平成30年度以降の交付見込額について債

務負担行為を設定するもの。

2 第2工場の概要

妹仂ネミツ長崎工場第2工場(D 事業所の名称

金属塑性加工品(自動車用エンジン部品、 トランスミッション(2)事業内容
部品等)の生産

1,818.6 rrf (鉄骨造平屋建)(3)建築面積

平成29年8月(4)工事着工時期

平成29年12月(5)竣工予定時期

平成30年1月(6)操業開始予定時期

422,560 千円q)投資予定額

(8)建築計画図

事

企業立地奨励補助

項
期

平成30年度から平成32年度まで

間 限度額

千円

40,965
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3 第2工場新設及び追加投資内訳

施設

種別

第2工場俳斤設)

リサーチセンター

長崎工場

建物建設費

4 債務負担行為限度額

(1)限度額

(2)期 間

(3)奨励金の交付時期

(4)特別奨励金内訳

設備投資(千円)

256,030

機械設備費

256,030

166,530

交付

年度

30,386

40,965千円(全額、一般財源)

平成30年度から平成32年度まで

毎年度の実績に基づき翌年度に交付

50,063

合計

施設種別

246,979

422,560

第2工場

リサーチセンター

長崎工場

第 2 工場

リサーチセンター

長崎工場

H30

雇用(人)

30,386

特別施設等整備奨励金

合計

設備

投資額

50,063

503,009

272,560

386

26,592

150,000

30,000

23,471

H31

H32

助成率
交付

見込額

19,760

27

1,927

10,875

2,175

1,701

新規

雇用者等

特別雇用奨励金

フ.25

%

寸 503,009

金額

(千円)

交付

見込額

40,965

交付

見込額

ム寸

36,4鮖

@500/人

500

2,500

1,500

19,760

27

2,427

13,375

3,675

1,701

4,500
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【参考4】妹仂ネミツ施設別概要

施設種別

完成バース

リサ・チセンタ

構造規模

判き輔

曳

^^

M゛ト.

延床面積

第2工場

、

第2工場

着工時期

、

竣工時期

事業内容

長'崎工場

獅

金属塑性加工品(自動車用エンジン部品、

の生産

施設種別

徐 亀嘉修

鉄骨造平屋建

'戸
騨
'豊轟

1,818.6 rr;

リサーチセンター(K RC)

平成29年8月

趣

完成写真

平成 29年12月

^ 11 111'、"・,9.,、;J、1。、〒'ミ1'11。0 .、 1、"1、!1

ーー翁1"小"」'.'

構造規模

延床面積

トランスミッション部品等)

着工時期

竣工時期

事業内容

「1、、ー、'""1瓢硬
、1i゛・了、、;,.

1'1,. W§ご、,,,、、。'、、、,
.!、;北゛111司チ、 0-,1t

鉄骨造2階建

長崎工場

1,148.1 rrt

次代商品の基礎的研究と新技術の

創出、産学共同研究

平成26年10月

平成27年5月

鉄骨造平屋建

1,729.3 rd

金属塑性加工品(エアバッグ部品

等)の生産

平成27年3月

平成27年7月

10
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【参考 5】

長崎市長様

第1期、第2期の実綬報告及び

第3期計画_隨加投資及び第2工場新設)にっいて

兵庫県明石市大蔵本町20番26号

株式会社カネミツ 、、 t縣

俊明 4 1代表取締役社長金光

平成25年12月10日に、当社と長崎県知事及び長崎市長の間で締結した立地協定害の(別

紳事業計画にっきまして、第1期、第2期の実績及ぴ第3期計画鶴加投資及び第2工

場新設)は、下記のとおりとなりましたので報告いたします。

記

1 事業所の名称 株式会社カネミツリサーチセンター(以下「KRCJ。)
株式会社カネミツ長崎工場

株式会社カネミツ長崎工場第2工場佳雁劣

2所在地 長崎市北浦町28舗一1

3 亊業の内容 金属塑性加工等の研究KRC

長崎工場金属塑性加工品の生産

第2工場金属塑性加工品の生産

4 用地面積 24.0四,75 村

5 建物延床面積 1,148; 1 "KRC

1.729.3 rr;長崎工場

1,818.6 rrl第2工場

6建物構造 鉄骨造 2階建KRC

鉄骨造平屋建長崎工場

鉄骨造平屋建第2工場

平成29年10月11日

11



フ工事着工及ぴ

完成年月

8 操業開始年月

KRC

長崎工場

第2工場

KRC

長崎工場

第2工場

(第 1期>

施設種別

当初計画

9 当下固定資産総額

平成26年10月~平成27年5月

平成27年3月~平成27年7月

平成29年8月~平成29年12月

平成郊年6月

平成27年8月

平成30年1月

KR C

土地取得費

建物建設費

実疲

合 計

土地取得費

建物建設費

<第2期>

施設種別

当初計画

伊

200,000 千円

150,000 千円

機

150 000

長崎工場

建物建設費 254,000千円

500.000 千円

194,803 干円

247,153 千円

受井

円

実績

計

_」^_」処000千円

37 216 千円

計 660,000千円合

建物建設覧 2脚,307 千円

(第3期>

施設種別: KRC

追加投資

施設種別:

追加投資

施設種別

計画

479,172 千円

機械・設戸

機械・設備費

長崎工場

機械・設備費

第2工場

建物建設贊

a十

621 160 千円

890,4釘千円

30'3舗千円

50,063 千円

旦

計

256.030 千円

166,530円

422,560 千円

12
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10 工場建設に伴う

雇用者数

<第 1 期>

施設種昂上 KRC

当初計画

実績

<第2期>

施設種別'

当初計画

実績

10人(うち県内雇用

3人(うち県内雇用

長崎工場

15 人

24人

く第詳m

今後の雇用計画

KRO

長崎工場

7 人)

2 人)

(うち県内雇用

(うち県内雇用

"2工
^
口 計

3人(うち県内雇用

1人(うち県内雇用

14 人)

15 人)

5人(つち県内雇用 5人)

9 人'(うち県内雇用 9人)

1

3 人)

1 人)
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